
特集―大学生の就活と採用

Business Labor Trend 2013.12

42

　

厚
生
労
働
省
は
一
一
月
一
五
日
、
平
成
二

五
年
度
「
大
学
等
卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定

状
況
調
査
」
を
文
部
科
学
省
と
共
同
で
と
り

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
○
月
一
日

時
点
の
大
卒
の
就
職
内
定
率
は
六
四
・
三
％

で
前
年
同
期
よ
り
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。
景
気
回
復
に
伴
い
、
就
職
希
望
率
が
過

去
最
高
を
更
新
し
た
こ
と
も
あ
り
、
伸
び
は

緩
や
か
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
三
年
連

続
の
改
善
と
な
っ
た
。

　

調
査
は
、
全
国
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
の
な
か
か
ら
、
設

置
者
や
地
域
な
ど
を
考
慮
し
て
抽
出
し
た
一

一
二
校
の
六
二
五
○
人
を
対
象
に
実
施
。
こ

の
う
ち
大
学
は
、国
立
（
二
一
校
）、公
立
（
三

校
）、
私
立
（
三
八
校
）
の
六
二
校
の
四
七

七
○
人
を
対
象
。
電
話
や
面
接
に
よ
り
、
性

別
、
就
職
希
望
の
有
無
、
就
職
状
況
な
ど
に

つ
い
て
尋
ね
た
。

　

就
職
状
況
は
今
回
の
集
計
に
続
け
て
、
一

二
月
一
日
、
二
月
一
日
、
四
月
一
日
時
点
に

も
調
査
し
、
結
果
は
翌
月
に
公
表
す
る
。
例

年
、
卒
業
時
に
は
就
職
決
定
率
は
九
○
％
を

超
え
る
。

景
気
回
復
で
就
職
希
望
率
が
過
去

最
高
に

　

来
春
卒
業
予
定
の
大
卒
の
就
職
内
定
率
は

前
年
同
期
比
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
の
六
四
・

三
％
と
な
っ
た
。
過
去
最
低
だ
っ
た
二
○
一

一
年
三
月
卒
（
五
七
・
六
％
）
か
ら
三
年
連

続
の
改
善
と
な
る
も
の
の
、
そ
の
伸
び
は
緩

や
か
で
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準

に
は
戻
っ
て
い
な
い
（
図
表
１
）。

　

と
は
い
え
、
今
回
の
集
計
結
果
に
は
数
値

で
は
み
え
に
く
い
景
気
回
復
の
動
き
が
み
て

と
れ
る
。
内
定
率
は
就
職
希
望
者
に
占
め
る

内
定
取
得
者
の
割
合
。
分
母
と
な
る
就
職
希

望
者
に
は
進
学
や
就
職
を
あ
き
ら
め
た
人
は

含
ま
れ
な
い
。
景
気
回
復
の
動
き
が
広
が
る

に
つ
れ
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張

る
学
生
が
増
え
、
就
職
希
望
率
は
過
去
最
高

の
七
七
・
九
％
を
更
新
。
こ
う
し
た
背
景
も

あ
り
、
就
職
内
定
率
の
伸
び
は
緩
や
か
な
も

の
に
と
ど
ま
っ
た
。

国
公
立
の
就
職
内
定
率
は
微
減

　

内
定
率
を
国
公
立
と
私
立
で
み
る
と
、
国

公
立
は
六
七
・
八
％
（
前
年
同
期
比
○
・
二

ポ
イ
ン
ト
減
）、私
立
大
学
は
六
三
・
一
％（
同

一
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
り
、
国
公
立
大

学
が
前
年
同
期
と
比
べ
や
や
出
遅
れ
て
い
る

（
図
表
２
）。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
男
子
は
六
四
・
五
％

で
前
年
同
期
よ
り
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

て
い
る
。
国
公
立
は
六
七
・
四
％
（
前
年
同

期
比
一
・
○
ポ
イ
ン
ト
増
）、
私
立
は
六
三
・

六
％
（
同
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
と
も
に

改
善
し
て
い
る
。

　

一
方
、
女
子
は
六
四
・
○
％
で
前
年
同
期

よ
り
○
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
の
緩
や
か
な
伸
び

と
な
る
。
男
子
と
ほ
ぼ
同
水
準
を
維
持
す
る

も
の
の
、
国
公
立
は
六
八
・
二
％
（
同
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
減
）、
私
立
は
六
二
・
六
％
（
同

一
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
対
照
的
な
動
き
を

示
す
。こ
の
う
ち
国
公
立
女
子
の
減
少
幅（
マ

イ
ナ
ス
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
）
は
国
公
立
全
体

の
内
定
率
の
押
し
下
げ
要
因
に
も
な
っ
た
。

　

厚
労
省
担
当
者
は
、「
国
公
立
女
子
は
従
来

か
ら
公
務
員
志
向
が
強
く
、
試
験
の
結
果
を

受
け
て
、
新
た
に
就
職
先
を
さ
が
す
人
が
増

え
て
い
る

よ
う
だ
。

そ
の
ほ
か
、

事
務
職
を

希
望
す
る

女
子
学
生

が
厳
選
採

用
の
影
響

か
ら
や
や

苦
戦
し
て

い
る
よ
う

で
、
こ
う

し
た
こ
と

が
国
公
立

女
子
の
内

定
率
が
低

下
し
て
い

る
要
因
で

は
な
い

か
」
と
み

図表１　就職（内定）率の推移（大学）

図表２　大学、短期大学及び高等専門学校の状況

 ＜調査＞

大卒予定者の就職内定率が
三年連続で上昇

――平成二五年度「大学等卒業予定者の就職内定状況調査」
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て
い
る
。

理
系
の
内
定
率
は
七
割
台
に

　

内
定
率
を
文
系
、
理
系
で
み
る
と
、
文
系

は
六
三
・
○
％
で
前
年
同
期
よ
り
○･

六
ポ

イ
ン
ト
増
加
。
こ
の
う
ち
国
公
立
は
六
七
・

七
％
（
前
年
同
期
比
○
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
）、

私
立
は
六
一
・
八
％
（
同
一
・
○
ポ
イ
ン
ト

増
）
と
な
っ
た
（
図
表
３
）。

　

一
方
、
理
系
は
七
○
・
三
％
で
前
年
同
期

比
三
・
五
ポ
イ
ン
ト
増
加
。
国
公
立
は
六
八
・

○
％
（
同
一
・
○
ポ
イ
ン
ト
増
）、
私
立
は

七
一
・
八
％
（
同
五
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
）
と

私
立
の
伸
び
が
目
立
つ
。

　

地
域
別
で
は
、
北
海
道
・
東
北
は
六
三
・

二
％
（
前
年
同
期
比
○
・
二
ポ
イ
ン
ト
増
）、

関
東
は
七
一
・
五
％
（
同
四
・
三
ポ
イ
ン
ト

増
）、
近
畿
は
六
八
・
○
％
（
同
一
・
六
ポ

イ
ン
ト
増
）、中
国
・
四
国
は
五
一
・
三
％
（
同

一
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
前
年
よ
り
上
昇
。

一
方
、
中
部
は

五
四
・
八
％
（
同

五
・
三
ポ
イ
ン

ト
減
）、
九
州
は

五
一
・
七
％
（
同

三
・
二
ポ
イ
ン

ト
減
）
と
前
年

よ
り
低
下
し
た
。

中
部
と
九
州
は

と
も
に
自
動
車

産
業
の
集
積
地
。

こ
れ
ら
の
産
業

か
ら
の
求
人
が

絞
り
込
ま
れ
た

こ
と
が
低
下
の

背
景
に
あ
る
と

い
う
。

未
内
定
学
生
は
約
一
五
万
七
○
○
○
人

　

来
春
大
学
卒
業
予
定
者
は
約
五
六
万
三
○

○
○
人
で
、
そ
の
う
ち
就
職
希
望
者
は
四
四

万
一
○
○
○
人
程
。
今
回
の
就
職
内
定
率
を

あ
て
は
め
る
と
就
職
内
定
者
は
約
二
八
万
四

○
○
○
人
、
残
る
一
五
万
七
○
○
○
人
余
り

が
就
職
先
を
見
つ
け
て
い
な
い
計
算
に
な
る
。

　

厚
労
省
は
新
卒
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
全
都
道
府
県
に
「
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
」
を
設
置
し
て
い
る
。
目
玉
と
な
る
の

が
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
。
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
、
求
人
情
報
の
提
供
か
ら
応
募
先
の

選
定
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
相
談
、

面
接
指
導
な
ど
実
践
的
な
就
職
支
援
を
す
す

め
る
。
卒
業
ま
で
に
就
職
先
が
決
ま
ら
な
い

場
合
で
も
、
早
期
就
職
を
め
ざ
し
、
引
き
続

き
、
個
別
支
援
を
継
続
。
既
卒
者
・
新
卒
者

の
就
職
実
現
を
全
力
で
支
援
す
る
。

高
校
卒
の
就
職
内
定
率
も
二
年

ぶ
り
に
増
加

　

一
方
、
厚
労
省
は
同
日
、
平
成
二
五
年
度

「
高
校
・
中
学
新
卒
者
の
求
人
・
求
職
・
内

定
状
況
」
取
り
ま
と
め
を
公
表
し
た
。

　

来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
の
就
職
内
定
率

（
九
月
末
時
点
）
は
前
年
同
期
を
四
・
六
ポ

イ
ン
ト
上
回
る
四
五
・
六
％
と
な
り
、
二
年

ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。
景
気
回
復
の
動
き

が
広
が
り
、
地
方
中
小
企
業
か
ら
の
求
人
が

増
加
。
求
人
数
は
前
年
同
期
比
二
桁
増
の
大

幅
な
伸
び
と
な
っ
た
。

求
人
数
が
前
年
同
期
比
で
二
桁
増

　

九
月
末
の
高
校
生
の
求
人
・
求
職
・
内
定

状
況
を
み
る
と
、
求
人
数
は
二
一
万
一
一
四

四
人
で
前
年
同
期
比
一
六
・
三
％
増
と
大
幅

な
伸
び
を
示
す
。
一
方
、
求
職
者
数
は
一
七

万
三
六
五
一
人
で
前
年
同
期
比
三
・
六
％
減

と
な
り
、
求
人
倍
率
は
一
・
二
二
倍
と
二
年

連
続
の
「
一
倍
超
え
」
と
な
っ
た
。
就
職
内

定
率
は
四
五
・
六
％
で
、
前
年
同
期
よ
り
四
・

六
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
が
、リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
は
戻
し
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、
景
気
回
復
の
動
き
は
地
方
か

ら
の
求
人
増
に
み
て
と
れ
る
。
求
人
数
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
す
べ
て
の

地
域
で
前
年
よ
り
増
加
。
こ
の
う
ち
北
海
道

（
前
年
同
期
比
四
二･

三
％
増
）、東
北
（
同

二
四
・
六
％
増
）、
山
陰
（
同
二
三
・
二
％
増
）、

南
九
州
（
同
二
二
・
○
％
増
）
な
ど
、
こ
れ

ま
で
雇
用
情
勢
が
厳
し
か
っ
た
地
域
で
二
桁

増
の
伸
び
を
示
す
な
ど
、
景
気
回
復
の
波
が

地
方
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
数
値
が
揃
っ
た
。

　

厚
労
省
担
当
者
は
、「
全
国
的
に
建
設
業
の

求
人
が
増
加
し
て
い
る
。
震
災
復
興
需
要
に

加
え
、
減
災
・
防
災
、
公
共
工
事
の
仕
事
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
高
校
生
の
主
な
就
職
先
だ

っ
た
製
造
業
の
求
人
が
思
っ
た
ほ
ど
増
え
て

な
い
」
と
説
明
す
る
。

　

高
校
生
の
就
職
は
学
校
を
通
じ
た
も
の
が

基
本
と
な
る
も
の
の
、
希
望
の
仕
事
に
た
ど

り
つ
け
な
い
人
も
す
く
な
く
な
い
。
厚
労
省

は
来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
を
対
象
に
就
職

面
接
会
や
企
業
説
明
会
を
主
な
都
市
で
開
催

す
る
。
学
校
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、
高
校
生
の
就
職
支

援
に
全
力
を
注
ぐ
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図表３　大学　文理別就職内定率
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